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二R・・g・に関する統計量に依る一様性糠定について

田　　村　　亮　　二

　§皿ポ瞭　し　離　蕾

　分散分析或は1様性検定は琶通外統賛十量を利用して行はれるが茅最近種寿の1璽由から

Rangeを用ひての検定方法が研究されている。二つの母集団についての場合は夫々のSa独pIe

・a㎎eの比によつて一様性検定が可能であることは既に証明されてゐる更に実用化もされて

ゐる。最近橋爪浅治氏は（1〕で分散分析に於いて誤差項の一様分布を仮定して（之は正規分

布の代用になりうる）2箏棚勅（ダ脇9θ）／燃鮒（κα惚θ）により正検定に代えることを論じてい

る。代し之は唯二つの　・㎝g・だけにしか関係がない。・そこで本稿ではすべての・㎝geに関

係した統計量屋一2（榊惚θ）／脇鮒（叩惚θ）を採用することを提唱する。

　先す一様性分布を仮定して2声2（グ㈱9θ）／刎倣（グ㈱g到の確率密度亟数を求めること。弐

に指数分布を仮定して2ζ物伽（ダ脇gθ）／刎鮒（ダ脇9召）による検定及びある対立仮説に対し

てのPow・・f㎜et・onを求めることについての解析を行ふ。〔1）ではPowe・f㎜etmは求め

てない・統計量2が利用出来る数学的模型は次の二つ。（a）（0，α乞）で一様分布している肋個

の母集団πヵからの大きさ物の・帥do血samp工eを夫ヵ叫多（2。、α4，2，。　，脇）レ1，

2・……，柵とし之により騎無仮説風：偽；切含声1，2，・・・…，肋を検定すという問題。

　（b）確奉変数ガ、フは　般に．

　　　　物一刎十叫十巧十ε勿で表されるとする

　脇臥は乃未釦常数且2軌≠2乃一0（之は1一般性を失うことなし）こムでε勿は

　（0・α）で一様分布する確率変数。然るとき風・α岸0叉は凪　　乃≠0といふ仮説

　を検定するといふ普通の実験計画の問題。

　以上（a）（b）に対しては全く同様に取扱ふことが出来るので一括して　§ZではZ－2

棚惚θ）／棚鮒（グ脇9θ）を利用しての間題を　§ユでは橋爪氏の統計量を用ひた時の解析を

する。

　§蟹1Zの分窃
　母集団π忽の分布型は（0，α、で一様分布しているとし，それからの大きさ弼のr独d0血

samp1eを夫々

　q留（伽α≠1，2…　　〃、）とす，然し各sa皿pIe　s1ze　n、一nと考えても方法は全く同じ

から各sa蛆p工eの大きさは〃とす

　　　　　　　　　　　　　　　　　肋（弼一1）　（仰o2）
　0炉）の・ange児の確率密度繭数は　　，、灰　　（α忽一児）（≠9包（児、））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　α乞．　　δ

　　鳥今　　　篶とすれば火の密度繭数は伽一1）ノザ2）（1一ツ秘）となる
　　α乞

　仮説風：砺岸αの下ではすべての火の密産函数は的）タ榊一1ツ（脇一2）（」ノ）となり，

且篶は独立であるからツいノ・，一・，篶は的）なる密度繭数をもつ母集団からの

・andom　sa㎜P五eと考えてよし。
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　　　　z≠2鳥■物鮒（科曽2（鬼／α壱）■舳牛（風／碗）
　　　　　　乞昌1　　　　　　乞　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

依つてzの分布を求めるのは助を／脇平㈱珪の分布を求めることに帰着しこのために先す

特性函数を導く。特性函数ψ（〃）は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物一工　　　、叶（午刈1・・…・！l・予舳・（ルー舳（1ゆ・・一榊
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一刈1・叩（1！！・（確）幽ゾ

後でLapIace変換を利用するため，
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　　　　ψ（1）一1／1～1）伽

ψ（β）を計算すれば

ψ（1）一・ガ㈹〆一ゲり1）1→！l／1＋1）刊

　　　　　　　　　　　　ゴ
　　　　但炸差ナ且㌧（1）弍ノとチ

カ炉・（〃）…吻炉1（玄）1としない時も全く同様にして解析出来る。
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　　　　　　　θ’2　　　　　　　　’コ　　　　　肋一
　　　　×カ仰一・刎一）か1（」θ告．工（の）

故にzの密度函数スz）は
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去！1γか吋貯
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　μ

　　　　　　　　Z㈹伽一・伽）44　　’（1二去）伽一X㍗蛸㍗
　　　　X　　　　　　　　　　　　　　揮
　　　　　｛仰（κ一1）十グー1｝｛肋（物一1）十クー2｝　r（（弼一）（物一五）十グー工一グ）

　　　　　　　　　　　　　　　　』1　　　（伽一2）（Z－1）　（』1）ゲ
　　　　　　　　但し　¢二z）は　P　（彦）＝　2　　α　4　で定まる常数，
　　　　　　　　　　　　　　　　刎一2　　　　　γヨo・　　　㍗

　このスz）は形は：相当痘難なものであるが実際間題せは棚，秘共に小さい（1桁が普通）か

　ら革較的簡単になる。

依つ℃　／ン（・炸α1によ1棄却域ωを求め・之によ1検定を行ひ得る・

§＆碗勅（閉昭召）／醐鵬（炉鰍鮒）罵ぷる穣定

　§zと同様な模型で今π壱の分布型を

　　　伽捌一ドニ1二：か・
とする。

然るときπ壱からの刎〃㈱8肋ψ1θ⑭見のグ脇gθ6密度函数を蛮（思）とす

　砺＝棚脇幼　，沙ζ物伽狛　　の同時分布は
　　　　乞　　　　　　　　　　　勿

榊一）伽）舳／11（抑）μ

循一沙＝昆秒二3で変換し・8で肋確物肋することにより
　　　　　＆（亙）＝（粥一1）碗θ一α恢（1一グα岬γ一一2

破を考えることにより　釧蜀は9（亙）害（弼一）グ”（1一炉κ）・・一2に変る費

今　風　：碗＝碍といふ仮説の下で一2＝刎伽鳥／脇肋晶は物伽砺馬／肋鮒碗”’
を同じカニら昆，…j・・，亙肌ぼ9㈱なる密度函数をもつ母集団からの棚砺励茄s脇妙と考

えられる。

　　　　肋脇凪一β，刎伽鳥自α’’とし仏βの同時分布スα蟄β）、伸

仏1）一一（一一）・（刈1（犯一1〆（1ヂ）㌦卜

　　　一伽一）（κ一1・グ（糾1）（1－1㍗ト州い一1ザベ

こ1でl1内を二項展開することによ1

　　　　＝りい炉）㌘）（＿1）榊・1一・（（）（伽祉τの一5（倒、、榊十あヅ

　　　　　戸パH　’Z自。

　　　　　α依つて　一；2　β声砺なる変換によりzの密度函数は　　　　　β

　　　　　　　　　刎一1（・ト1）（伽J）ゴ（伽一）　　3＋糾1一■　　伽一2　（牙ト1）（刎づ）一1〃・一1）4　　　－1

　　刎（刎一）（”T1）2貞え、貞（一1）　（グ！）い一1）（H）（冶十卿、

§zと同様に2の棄却域を作一ることに依り，検定が可能になる。・
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§4．Pow3r■血皿・虹⑰n

sampIe・独g・を大きさの順に並べ記号を書きかえて

　　児≦抽≦　　≦見、とする、そのとき鳥の同時分布は，

　　　　刎！（ト1）崎碗θ一う碗凪労（1一グα岬一2
　　　　　　　　仙＝11　　　　　　　　　　　　づ宕1

今対立仮説耳1：αドα戸……二炉｝1＋α、、

に対する尻のtestのPowe・func加onを求める，他の無数の対立仮説に対しても解析は同

じ方法である，児，風、、の同時分布をス鳥，凧1とすると

　　　　　　　　　　　　　　伽　伽’1　　’　一απ1一α榊刃伽　　　　　　　㈹一2　　　　　　　　　肌一2
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児
万易暮2とおけば2の分布λZ、は

・・）イ・沖一1ト岬・（1ギ州／（1一岬十岬州吻砺

P（〃，α）箏（1一θ‘α仇）とおく，

肌α）寸州仏α吻一÷芝（麦）（一1戸去

仰（仏舳α岬・）寸州狐α）〃（弘蝋舳脇

　λ　μソλグγ　　（一1）叶榊
二え色え（居）（ダ）（γ）（肋十α、1＋αグZ正

故に

ス・）7・ゑ（一11（芦多）〔・、。ル。、い、（伽鰍榊肋）4、脈つ4

＋1判、J　但狂掌㌫才2）
この玖Z）はPa・met・をα，αつ。と二つ含んでゐるが

”してα干σ0伽の形を採用すればσだけとなる。

§弐からの棄去r域（o・2牢）を禾一用してPowe・f㎜ct三〇n1〕（σ）は

んμ’刎■1

・（1）一！ン・）・・で求められ1の函数

　として検定力曲線をかくことも可能になる。

最御c此の小論をかくに当つて助言をいたじいた和歌山大学池田一貞氏に感謝いたします。
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